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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　2017年11月28日に提出いたしました第95期第２四半期（自　2017年７月１日　至　2017年９月30日）四半期報告書の

記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

国内・国際業務部門別収支

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

国内・国際業務部門別収支

　　（訂正前）

　当第２四半期連結累計期間の資金運用収支は、国内業務部門が207億12百万円、国際業務部門が３億92百万円

となり、内部取引による７億66百万円を相殺消去した結果、合計で203億38百万円となりました。

（省略）

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第２四半期連結累計期間 20,042 572 5 20,608

当第２四半期連結累計期間 20,712 392 766 20,338

うち資金運用収益

前第２四半期連結累計期間 21,072 682 46
28

21,680

当第２四半期連結累計期間 21,167 879 797
6

21,241

うち資金調達費用

前第２四半期連結累計期間 1,029 110 40
28

1,071

当第２四半期連結累計期間 455 487 31
6

903

（省略）

（注）（省略）

 

　　（訂正後）

　当第２四半期連結累計期間の資金運用収支は、国内業務部門が204億34百万円、国際業務部門が６億70百万円

となり、内部取引による７億66百万円を相殺消去した結果、合計で203億38百万円となりました。

（省略）

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第２四半期連結累計期間 20,042 572 5 20,608

当第２四半期連結累計期間 20,434 670 766 20,338

うち資金運用収益

前第２四半期連結累計期間 21,072 682 46
28

21,680

当第２四半期連結累計期間 21,167 879 797
6

21,241

うち資金調達費用

前第２四半期連結累計期間 1,029 110 40
28

1,071

当第２四半期連結累計期間 733 209 31
6

903

（省略）

（注）（省略）
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